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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、内包的他動詞である need に相当する他動詞の言語間変異を司る生得的制
約に関し、英語の獲得の観点から検討を行った。英語を母語とする幼児約 10 名分の発話
を詳細に分析した結果、他動詞 need を他動詞 have よりも有意に先に獲得する幼児は観察
されなかった。この結果は、「他動詞 have を持つ言語のみが他動詞 need を持ちうる」と
する Harves & Kayne (2008)の主張に対し、言語獲得からの支持を与えるとともに、言語
間変異を司る生得的制約の存在に対しても新たな証拠を与えるものと解釈できる。 
 これと関連して、項削除の言語間変異を司る生得的制約や、「断片的な答え」の形式に関
する言語間変異を司る生得的制約に関しても、獲得の観点から検討を加えた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This study attempted to reveal the nature of the innate constraint that governs the cross-linguistic 
variation in the availability of the intensional transitive verb need. The results obtained from the 
analysis of the spontaneous speech corpora of 10 English-learning children showed that there was 
no child who acquired the transitive need significantly earlier than the transitive have. These results 
not only lend support to the claim by Harves & Kayne (2008) that only those languages that have 
the transitive have permits the transitive need, but more importantly provide support for the innate 
constraints on language variation. 
  This study also investigated the nature of the innate constraint that are relevant to the 
cross-linguistic variation in argument ellipsis, and also the innate constraint that determine the 
cross-linguistic variation in fragment answers. 
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１．研究開始当初の背景 
 
言語機能は、その初期状態においてどのよ

うな性質を持ち、また成人（安定状態）に達す
るまでにどのような変化を経るのか。この言語
機能の個体発生（「言語獲得」）の問題は、こ
ころ(mind)の仕組みと働きを研究する認知科
学にとっても、脳の仕組みと働きを研究する脳
科学にとっても中心的な研究課題である。生
成文法理論と呼ばれる言語理論は、言語機
能の初期状態を(i)全ての言語において満た
されるべき性質である「原理」と(ii)言語間の可
能な異なり方（言語間変異）を規定する「パラ
メータ」からなるものと捉える。そして、言語獲
得は、幼児が言語経験に基づいてパラメータ
の値を設定していく過程であると仮定する。 
 この言語獲得に関する生成文法理論の根
本的仮説が正しいのであれば、言語獲得過
程はパラメータに関する仮説の立案及び検証
にとって重要な情報源となるはずである。この
立場に立ち、獲得研究は、その中心的課題の
ひとつとして、母語獲得の過程を詳細に調査
することにより、言語間変異を司るパラメータ
の存在に対し証拠を与えること、および個々
のパラメータの性質を明らかにすることを目指
してきた。だが、多くのパラメータは 3歳頃まで
には目標とする言語の値に定まってしまうよう
であり、従って言語獲得に基づきパラメータの
検討を行うためには、3 歳以前の幼児からの
デ ー タ が 必 要 と な る 。 近 年 、
CHILDES(Child Language Data 
Exchange System; MacWhinney 2000)と
呼ばれる幼児発話のコーパスが大変充実した
ものとなり、これにより 3 歳以前の発話データ
を大量にかつ詳細に分析することが可能とな
った。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような背景を踏まえ、本研究では、
CHILDES を用いた言語獲得からのパラメー
タの検討を行うことを目指した。だが、これまで
に国内外で実施された研究とは異なり、「文」
の持つ性質の言語間変異ではなく、「語」に関
わる性質の言語間変異を取り上げた。最新の
理論的研究の成果により、‘need’のような内包
的他動詞(intensional transitive verbs)は、
パラメータの働きにより言語における分布が非
常に狭く限定されているという提案がなされて
いる(Harves & Kayne 2008, Harves 2008)。
本研究では、この理論的提案をもとに、英語
の獲得過程を詳細に分析することにより、他
動詞‘need’の言語間変異を司るパラメータの
存在とその性質を明らかにすることを目指し
た。 
 

３．研究の方法 
 
 本研究では、CHILDES データベースに含
まれている英語を母語とする幼児のコーパス
10名分をとりあげ、それを詳細に分析すること
により、他動詞 have と他動詞 need の獲得に
一定の順序が見られるか否かを分析した。具
体的には、各幼児に関して、他動詞 have を
含む最初のはっきりした発話と、他動詞 need
を含む最初のはっきりした発話を見つけ出し、
その両者に統計的に有意な差が見られるかど
うかを、二項検定を用いて明らかにした。また、
その獲得順序が、周りの大人の発話における
これらの動詞の出現頻度に基づいて説明可
能かどうかに関しても、検討を行った。 
 
４．研究成果 
 
 分析の結果、幼児10名の内、4名は他動詞
have を他動詞 need よりも有意に先に獲得し、
残りの 6 名は、両者をほぼ同時期に獲得した
（有意な差は見られなかった）。つまり、他動
詞needを他動詞haveよりも有意に先に獲得
した幼児は観察されなかった(Table 1)。一方、
他動詞 need と意味的に近い他動詞 want と
他動詞 have との間には、このような一定の獲
得順序は観察されなかった(Table 2)。さらに、
have と need の間に観察された獲得順序は、
必ずしも大人の発話頻度によって説明できる
ものではないことも明らかとなった(Table 3)。
これらの発見は、「他動詞 have を持つ言語の
みが他動詞 need を持ちうる」とする Harves 
& Kayne (2008)の主張に対し、言語獲得か
らの支持を与えるものである。さらに、この発
見は、可能な言語間変異を司る生得的なパラ
メータに関し、早期言語獲得の観点から新た
な証拠を与えるものと解釈できる。 
 

Table 1: have と need の獲得順序 

  
Child 

Transitive have vs. Transitive need 
Early acquired p = 

Adam have p < .05 
Anne have p < .01 
Aran have p < .001 
Becky at around the same time p > .05 
Eve at around the same time p > .10 
Naomi at around the same time ----- 
Nina have p < .001 
Peter at around the same time p > .10 
Sarah at around the same time p > .10 
Shem at around the same time p > .10 



 

Table 2: have と want の獲得順序 
 

 
Child Transitive 

have 
Transitive 

need 
Adam 54 12 
Anne 244 33 
Aran 539 85 

Becky 132 17 
Eve 196 13 

Naomi 35 1 
Nina 159 2 
Peter 12 0 
Sarah 58 3 
Shem 7 1 

Table 3:大人の発話における頻度 
 

 これと関連して、項削除の言語間変異を司
る生得的制約や、「断片的な答え」の形式に
関する言語間変異を司る生得的制約につい
ても研究を実施し、これらの性質に関するパラ
メータに関しても、言語獲得の観点から支持
を与えた。 
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